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地方創生推進課

ワーキングホリデー受入企業等他県アンケート結果について（参考）

１ 受入企業等の業種別

①農業 ６３．９％

②製造業 １３．３％

③観光業 ９．６％

④その他 １３．３％

２ 受入企業等の全体的な感想

【①肯定的意見】８５．２％

・素晴らしい方に来ていただけて、大変満足しております。

・遅刻もなく、真面目に取り組んでいただきました。

・学生側、企業側ともに、インターンとワーキングの違いが明確にわかっている為に、仕

事の生産性をあげる意識が高くなる。（はじめに企業側から、ワーキングへの意識づけ

は重要である）

・今後にもつながるような人材との出会いがあった。

・とても良い人材ばかりだった。

・海外の留学生で将来母国での仕事に役立てたいという目的を持って参加してくれた。本

人にとっても期待通りの仕事ではなかったかと思われる。

・熱心に手伝えてもらえてよかった。

・農畜産系への就業意識の高い方で、こちらも良い刺激を受けました。

・地域の魅力を感じましたとの言葉を研修生からもらって終了することができた。

・初めてだったのですが、行政との連携も上手くできたと思います。

・しっかり真面目に業務にあたって頂きました。

・参加者の勤務姿勢も良く、こちらの仕事内容も理解頂いたため。

・常に人手が足りていない状況なので若い人に来てもらえるのはありがたい。

・県外の参加者に農業および本県の魅力を理解してもらえた。

【②否定的意見】１４．８％

・今回、１名が体調をくずし、数日欠勤になってしまったことが残念でした。

・繁忙期でないと仕事が少ないため、あまり必要がない。

・途中で帰られた方がいた。

・期間はもう少し長い方がいい。

・採用候補者の受入を期待したが、移住希望者ではなかった。



３ 今後の参加意向について

【①ぜひ参加したい】３３．３％

・常に人手が足りていないから。

・就職活動から職業を選択する流れだけでなく、就労体験の機会を多く得て、適性や職業

価値を理解したうえで、働く環境づくりに貢献したいから。

・直接ワーホリを受け入れるのが良いが、仕組が出来ているので、研修や手続きならびに

作業着補助など手厚い助けもある。

・今回すごく良かったので。またお願いしたい。

・参加者との相性にもよると思うが、今後も続けて欲しい。

・いろんな人材に会えて、おもしろいから。

・参加してくる若者は、自意識と夢を持っているから職場内でも刺激になる。

【②条件が合えば参加したい】５１．９％

・時期によってはそんなに人手がいらない。

・忙しい時期に応じて。最大2 名程度。

・2，3 月は繁忙期ではないため都度相談で受け入れ。今後も時期と状況さえ合えば前向

きに検討したい。

・畜産系は一般的で無いことから、まず、参加いただいて、現況を知っていただきたいと

思っています。

・やはり一日中草刈・・・という時期（特に夏季）もありますので出来れば参加者様には

野菜の収穫や生産の時期に来て野菜にふれる体験をしていただきたいので収穫時期でし

たら参加したいです。

・人手不足の折、とても助かりました。

・受け入れる時期により判断することになると思われるため。

・来ていただくことに対しては問題ないので、あとはどのような人が来られるか次第。

・就活前の学生からの参加を募集したいため。

【③どちらとも言えない】１１．１％

・人手が足りたため2 月ごろまで受け入れストップで。

・雇用にはつながらないと思った。

【④あまり参加したくない】３．７％

・受け入れた2 名共、県内移住希望者ではなかったことから、本事業の必要性を感じない

ため



４ 参加者の印象について

【①肯定的意見】７６．７％

・何事にも物おじせず、積極的に取り組んでいただきました。

・愛想も良く、地域住民・お客様にも非常に受けが良かったです。

・素直な学生であったが、長期的に継続して預かると個性や性格も見えてきて、壁を乗り

越える大切な成長も見れて、受け入れる喜びを側で感じる。

・どんな仕事や地域活動に対しても快く活動してもらった。

・勤務時間中は一生懸命作業を行ってくれ、短期間でありながら本会職員や取引先とも良

好なコミュニケーションを築いていた。

・開始前からも好印象であったが、仕事にも真面目に取り組み、また、ただ取り組むだけ

ではなく、それぞれが作業の効率化など多角的に思考を凝らし動いてくれた。

・参加者同士での結束も強く、会社をとてもいい雰囲気にしてくれた。

・収穫作業だったのですが、社会経験もと、直売所への配達も行いました。とても良く気

が利き、みんな楽しく過ごしてくれた。

・よい経験となったと思う。

・県内のイベントに一緒に参加してもらった。

・休日も県内の施設見学等を実施するなど、学生インターンシップと比べると積極的であ

った。

・2，3 週間の参加で、本人たちももっと長く勤めたかったと言っていてうれしかった。

・バイトは雨の日に受け入れたりして２，３日がメインなので半月程度やってもらえたの

はありがたい。

・高齢の他の社員ともうまくコミュニケーションを取って楽しそうにしていた。

・本人の成長も含めよくなった（当初は一人暮らし未経験のため、違和感があったようで

すが、職場や地域（滞在施設周辺）の人々とのコミュニケーションを重ねる中で、非常

に積極的なコミュニケーション能力を発揮するようになった）。

・社会に対する意識を変えて成長した（当初は大学で学んだスキルで社会活動ができるよ

うな意識をもっていましたが、実体現場を経験するうちに、社会経験の必要性を感じた

発言が出てきた）。

【②どちらでもない】１６．７％

・今回の参加者には、夏の繁忙期にアルバイトして頂くよう約束している。

・今後回数を重ねることで、認知度も上がってくると感じています。

・問題なく作業してくれた。

【③否定的意見】６．７％

・まったく参加意図が感じられなかった人がいた。

・全般的には、就労スケジュールや意識に対する身勝手さが目立ち、課題も多く感じた次

第です。


